
進捗状況１

①新・港湾情報システム（CONPAS）の導入

≪導入スケジュール≫

・令和4年1月27日、28日 大阪港（DICT）において試験運用を開始。

・令和4年度以降、引き続きDICTにおいて試験運用を実施。

⇒ 令和5年度までの本格運用をめざす。

【イメージ図】

※工事車両運行管理システムとCONPASの連携
・CONPASにおけるコンテナ車両の事前予約情報（時間帯ごとの搬出入台数）を工事車両運行管理

システム側へ提供する等、情報連携に向けて検討中。

タッチ

●●レーンへ

携帯端末内のGPSを用いて
構内の車両位置情報を
ターミナルに送信
（ターミナル荷役作業に活用）
⇒荷受け待ち時間の減少

・携帯端末内のGPSを用いて
構外の車両位置情報を送信
（渋滞情報や作業状況の確認に活用）
・リアルタイム情報の受信
（コンテナ搬出可否情報や混雑情報等）
・ドライバーの作業状況を関係者へ通知
することによる業務の効率化

ゲート ヤード

搬出入予約制度の導入

カードリーダー

PSカード

PSカードをカードリーダーに
タッチした後、トレーラーの
行先を携帯端末に表示
（紙プラカードを廃止）
⇒ゲート処理時間の短縮
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■DICTにおける試験運用の様子

令和4年1月27日, 28日に夢洲コンテナターミナル㈱（DICT）が運営するコンテナターミナルにおいて試験運用を実施

①CONPAS予約車のターミナル到着 ②INゲートでの入場手続き
（PSカードの読取り）

③ドライバーに貸与した
携帯端末へのヤード内
行先表示
（コンテナ蔵置場所表示）

④ヤード内でのコンテナ積み込み作業
⑤OUTゲートでの退場手続き
⑥CONPAS予約車のターミナル出発

《実施概要》
・時 期：令和4年1月27日,28日
・場 所：夢洲コンテナターミナル（DICT）
・参加社数：海運貨物取扱業者 4社

海上コンテナ輸送事業者 4社
・実施本数：14本
・実施内容：営業コンテナ（輸入コンテナの搬出）を対象と

したシステムフローについて一連の動作確認
⇒システムが問題なく稼働することを確認

①新・港湾情報システム（CONPAS）の導入
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